
容器の膨れや汚れがある
漏れた跡がある
容器をもんだ時に漏れる
異臭がする
内容物が変色している

半固形剤を温める時は、
未開封のまま40℃以下で
湯せんしてください。
（高温で湯せんすると
性状が変わります。）

開封後はすぐに使用し、あまった場合は
保管せずに廃棄してください。

半固形剤が次のような状態のときは使用
しないでください。

40℃
以下

注 意！

1

2

3

ISO80369-3対応
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 はじめての半固形剤

使用法の手びき

を使用される患者さんへ



2 3

液体の栄養剤でむせたり、
せき込む

液体の栄養剤で
逆流や下痢を繰り返す

胃ろうから栄養剤が
もれる

注入時間を短くしたい

栄養剤の逆流や嘔吐を防ぐため
使用前に胃の中の空気抜き（減圧）をします。

減圧の方法
胃ろうの栓をあけ、カテーテルチップ
シリンジなどで胃の空気を抜きます。
あわせて、胃に内容物が残っていな
いか確認します。

◉

半固形剤が使用される患者さんとは 使用前の準備
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注入方法は、二次元コードより

動画でご確認いただけます。

4 5

6ページへ

10ページへ

12ページへ

さんの
注入方法は です。

次のいずれかの器具を使用します。

参考 半固形剤の注入には、ストレート型のチューブが
適しています。

チューブ型胃ろう

接続チューブ・延長チューブ

ボタン型胃ろう
チェック

チェック

ストレート型
L字型

1
経腸用半固形剤専用アダプタ
（ISO80369-3タイプ）（別売）

カテーテルチップシリンジ
（ISO80369-3タイプ）（別売）

2
半固形剤吸引用コネクタ

（ISO80369-3タイプ）（別売）

（ISO80369-3タイプ）

（ISO80369-3タイプ）

経腸用半固形剤を胃ろうから注入する 方法
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6 7

注入方法は、二次元コードより

動画でご確認いただけます。

使用前に両手で交互に10回程度もんでくだ
さい。この操作をしっかり行わないと、半固形
剤が注入しにくいことがあります。

1

3

2

（詳しくは、次のページをご覧ください）

アダプタを右に回して、ねじ込みます。
（3/4回転させます。）

4 専用アダプタとチューブを接続します。

専用アダプタ（別売り）を用いる 方法1

バッグや口栓が操作台と平行になるように置き、
アダプタの取っ手がバッグの面に垂直になる
ようにまっすぐ刺し込んでください。

※アダプタを再使用すると、アダプタ
の先端が摩耗・変形して開通しな
いおそれがあります。
※口栓を持ってバッグが折れ曲がっ
た状態でアダプタを接続すると、ア
ダプタの先端でバッグ内側を傷つ
けるおそれがあります。

まっすぐ刺し込む

取っ手はバッグの面に垂直に取っ手

※垂直に刺し込まないとアダ
プタが深く入らず、口栓が
開通しないことがあります。

垂直に刺す 水平に刺す

右（時計回り）に回してねじ込む バッグの面に対してアダプタの取っ手は水平

3/4 回転
（270度回転）

加圧バッグ(別売り)を利用すると、
より簡単に注入することができます。
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8 9

注入方法は、二次元コードより

動画でご確認いただけます。

半固形剤を加圧バッグに入れます。

手動ポンプを押し加圧バッグを膨らませて、
半固形剤を注入します。

参考
半固形剤の注入時は、至適な圧まできたら、三方活栓の
コックを図のように合わせ、圧力を維持します。
（必要に応じて加圧バッグを再度膨らませます。）

最後にチューブをフラッシング※してください。
※フラッシング：少量の水でチューブを洗い流すこと。

5 7

6

ポンプ

専用アダプタ（別売り）を用いる 方法1

※加圧バッグの使用方法等については、製品の取り扱い説明書をご覧ください。
※加圧バッグの使用方法等については、製品の取り扱い説明書をご覧ください。
※加圧バッグ使用後、容器内に半固形剤が残った場合、「半固形剤まき絞り器(別売り)」
　をご利用いただけます。

ポンプ側バッグ側

加圧時 注入時（圧力維持）

圧力ゲージ
青色が見えるまで
加圧してください

ポンプ側バッグ側

バッグ

栄養剤

ポンプ
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10 11

注入方法は、二次元コードより

動画でご確認いただけます。

　　部分からバッグを開封し、半固形剤を
清潔な容器に移し、シリンジに吸い取って
ください。

使用前に両手で交互に10回程度もんで
ください。この操作をしっかり行わないと、
半固形剤が注入しにくいことがあります。

シリンジの先端をふき取った後、チューブに
接続し、注入してください。
注意：注入しにくい場合は20～30mLのシリンジ

をご使用ください。

最後にチューブをフラッシング※してください。
※フラッシング：少量の水でチューブを洗い流すこと。

1 3

4

2

部
分

カテーテルチップシリンジ（別売り） を用いる方法
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12 13

注入方法は、二次元コードより

動画でご確認いただけます。

バッグや口栓が操作台と平行になるように置き、
コネクタの取っ手がバッグの面に垂直になる
ようにまっすぐ刺し込んでください。

使用前に両手で交互に10回程度もんでください。 ≪吸い取りやすくするコツ≫

シリンジの先端をふき取って
から、チューブに接続して
注入してください。

最後にチューブをフラッシング※してください。

1
2

4

5

6

半固形剤吸引用コネクタ(別売り)を利用する
とより衛生的に注入することができます。

カテーテルチップシリンジ（別売り） を用いる方法

吸引用コネクタにシリンジを装着し、半固形剤
を吸い取ります。

3

バッグを立てて
吸い取る

半固形剤を口栓部に
集めて吸い取る

枕やタオル等を用いて
バッグを傾けて吸い取る

※フラッシング：少量の水でチューブを洗い流すこと。

半固形剤吸引用コネクタ
（ISO80369-3タイプ）（別売り）

まっすぐ差し込む

右（時計回り）に回らなくなるまで
しっかりねじ込む

取っ手
取っ手はバッグの面に垂直に

コネクタを右に回して、
ねじ込みます。（最後まで
ねじ込まないと開通しない
ことがあります。）

※コネクタを再使用すると、コネクタ
の先端が摩耗・変形して開通しな
いおそれがあります。
※口栓を持ってバッグが折れ曲がった
状態でコネクタを接続すると、コネ
クタの先端でバッグ内側を傷つけ
るおそれがあります。

※垂直に刺し込まないとコネクタが深く入らず、
口栓が開通しないことがあります。
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14 15

水の追加の必要性や必要量は、主治医の指示
に従ってください。

半固形剤に水を混ぜないでください。
粘度が下がります。

水を追加する場合は下記のいずれかの
タイミングをおすすめします。

または

注意

水を混ぜない

半固形剤 注入
30分前

半固形剤 注入
2時間後

塩分（食塩）追加の必要性や必要量は、主治医
の指示に従ってください。

半固形剤に食塩を混ぜないでください。
性状が変わります。

食塩は、半固形剤注入後の追加水や
フラッシングに使用する水などに、溶かして
注入することをおすすめします。

注意

食塩を混ぜない

水分管理について 塩分管理について
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